
栄光校舎図書室（沖縄）　場所：２階
　　　　　　　　　　　開館時間：8：30～17：00
　　　　　　　　　　　休館日：土・日・祝日　他

電子図書館　場所：インターネット接続可能なところ
　　　　　　開館時間：24時間
　　　　　　休館日：なし（メンテナンス日を除く）

宮城野校舎図書館　場所：栄光３階
　　　　　　　　　開館時間：8：00～16：30
　　　　　　　　　休館日：土・日・祝日　他

多賀城校舎図書館　場所：ライオンズホール２階
　　　　　　　　　開館時間：12：00～17：00
　　　　　　　　　休館日：土・日・祝日　他

書 名 著 者 出 版 社
宮 城 野 校 舎 図 書 館

１位
２位
３位
４位
５位

成瀬は天下を取りにいく
傲慢と善良
成瀬は信じた道をいく
汝、星のごとく
リカバリー・カバヒコ

宮島　未奈
辻村　深月
宮島　未奈
凪良　ゆう
青山　美智子

新潮社
朝日新聞出版
新潮社
講談社
光文社

出 版 社書 名 著 者
多 賀 城 校 舎 図 書 館

１位
２位
３位
４位
５位

成瀬は天下を取りにいく
変な家
レーエンデ国物語
成瀬は信じた道をいく
あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。

宮島　未奈
雨穴
多崎　礼
宮島　未奈
汐見　夏衛

新潮社
飛鳥新社
講談社
新潮社
スターツ出版

出 版 社書 名 著 者
電 子 図 書 館

１位
２位
３位
４位
５位

変な家 電子版
自分って何者?
余命一年と宣告された僕が、余命半年の君と出会った話
屍人荘の殺人
余命99日の僕が、死の見える君と出会った話

飛鳥新社
Clover出版
ポプラ社
東京創元社
ポプラ社

出 版 社書 名 著 者
栄 光 校 舎 図 書 室（ 沖 縄 ）

１位
２位
３位
４位
５位

人は話し方が９割
音楽は自由にする
人間失格
中野京子と読み解くフェルメールとオランダ黄金時代
ハリー・ポッターと賢者の石１－１

永松　茂久
坂本　龍一
太宰　治
中野　京子
J.K.ローリング

すばる舎
新潮社
角川書店
文藝春秋
静山社

図書館ガイド

令和６年度

図書館別 貸出トップ５
～今年度はこの本が人気でした～

雨穴
鈴木　克彦
森田　碧
今村　昌弘
森田　碧

『
避
け
ら
れ
る
戦
争
』
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校
長
　
加
　
藤
　
雄
　
彦

学
校
法
人
仙
台
育
英
学
園
理
事
長

秀
光
中
学
校
・
仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校

　
２
０
２
４
年
の

日
本
は
何
事
も
な

か
っ
た
か
の
よ
う

に
平
和
に
暮
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
目
を

世
界
に
転
じ
て
み
る
と
、
２
０
１
４
年
ロ
シ

ア
の
特
殊
部
隊
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
侵
攻
後

２
０
２
２
年
２
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
全
域
に
対
す
る
ロ
シ
ア
側
の
本
格
的

な
攻
撃
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の

果
て
し
な
い
対
立
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
無
抵
抗
な
子
供
や
女
性
が
次
々
と
犠
牲
と

な
る
イ
ス
ラ
エ
ル
側
の
大
量
虐
殺
、
こ
の
ほ

か
に
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
に
よ
る
抵
抗

勢
力
へ
の
軍
事
攻
撃
、
シ
リ
ア
内
紛
、
リ
ビ

ア
内
紛
等
、
数
え
切
れ
な
い
殺
戮
者
に
よ
る

無
抵
抗
な
市
民
に
対
す
る
恐
怖
が
日
常
的
に

お
き
た
１
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
著
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

首
相
や
外
務
大
臣
を
歴
任
し
、
習
近
平
研
究

で
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
博
士

号
を
取
得
し
た
中
国
通
の
ケ
ビ
ン
・
ラ
ッ
ド

氏
で
す
。
同
書
は
２
０
２
４
年
３
月
10
日
初

版
で
、
訳
者
は
﹃
米
中
戦
争
前
夜—

新
旧
大

国
を
衝
突
さ
せ
る
歴
史
の
法
則
と
回
避
シ
ナ

リ
オ
﹄
︵
グ
レ
ア
ム
・
ア
リ
ソ
ン
著
︶
は
じ

め
﹃
撤
退
す
る
ア
メ
リ
カ
と
﹁
無
秩
序
﹂
の

世
紀—

そ
し
て
世
界
の
警
察
が
い
な
く
な
っ

た
﹄
︵
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
著
︶

等
の
最
新
書
籍
の
翻
訳
を
手
掛
け
て
い
る
藤

原
朝
子
氏
で
す
。

　
こ
の
著
書
を
執
筆
し

た

理

由

を

そ

の

エ

ピ

ロ
ー
グ
に
﹁
２
０
３
０

年
ま
で
に
中
国
と
米
国

の
武
力
衝
突
が
起
き
る

こ
と
が
現
実
的
な
可
能

性
と
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
﹂
と
断
言
し
て

い
ま
す
。
習
近
平
は
長
年
に
わ
た
り
中
国
共

産
党
の
重
点
課
題
や
計
画
を
強
化
し
て
き
て

お
り
、
そ
れ
を
加
速
さ
せ
る
段
階
に
入
っ
た

こ
と
が
米
国
と
の
対
立
を
鮮
明
に
し
て
き
た

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
習
近
平
の
世
界
観
を
一
言
で
表
す
と
﹁
同

心
円
を
描
く
10
の
利
益
﹂
だ
と
著
者
は
説
明

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
行
動
科
学
的
に
解
釈

す
る
と
①
習
近
平
と
中
国
共
産
党
の
マ
ル
ク

ス
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
盤
の
再
活
性
化
に
よ

る
国
内
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
徹
底
強
化
と
権

力
の
集
中
、
②
毛
沢
東
の
革
命
と
１
９
４
９

年
に
建
国
し
た
中
華
人
民
共
和
国
が
唯
一
や

り
残
し
て
き
た
台
湾
統
一
を
成
就
さ
せ
る
政

治
的
正
当
性
、
③
ド
ル
中
心
の
国
際
金
融
シ

ス
テ
ム
や
外
国
の
製
造
技
術
に
依
存
し
な
い

経
済
の
自
立
と
繁
栄
、
④
国
家
の
安
定
を
約

束
す
る
環
境
の
持
続
可
能
性
を
重
視
し
た
経

済
発
展
、
⑤
豊
か
な
経
済
力
を
背
景
と
し
た

人
民
解
放
軍
の
現
代
化
と
ア
ジ
ア
の
沿
岸
諸

国
へ
の
国
力
の
誇
示
、
⑥
ロ
シ
ア
と
並
び
14

の
国
と
接
し
て
い
る
地
政
学
的
状
況
に
基
づ

い
た
防
御
的
戦
略
思
考
と
並
行
し
た
近
隣
国

と
の
融
和
、
⑦
米
国
と
の
同
盟
関
係
に
あ
る

周
辺
国
と
の
関
係
改
善
に
よ
る
米
国
か
ら
の

切
り
崩
し
策
の
実
行
と
海
空
軍
の
強
化
に
よ

る
米
国
の
覇
権
的
地
位
の
喪
失
、
⑧
一
帯
一

路
政
策
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
大
陸
も
凌
駕
す
る

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
全
体
に
お
け
る
利
権
の
追

求
、
⑨
国
際
機
関
等
で
中
国
の
提
案
が
受
け

入
れ
や
す
く
す
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
途
上

国
へ
の
貿
易
・
投
資
を
推
進
、
⑩
経
済
力
、

外
交
力
、
軍
事
力
を
背
景
と
し
た
中
国
中
心

の
世
界
秩
序
の
構
築
、
以
上
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
10
の
利
益
と
考
え
る
重
点
課
題

を
米
国
民
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
切
り
口
か
ら
著
者
は
戦

略
的
競
争
そ
の
も
の
を
回
避
す
べ
き
だ
と
い

う
ナ
イ
ー
ブ
な
議
論
で
は
な
く
、
競
争
的
衝

突
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
な
い
た
め
の
管
理

方
法
を
提
言
し
て
い
る
点
に
強
い
関
心
を
抱

き
ま
し
た
。
　

　
中
国
と
米
中
関
係
を
最
新
情
報
に
基
づ
い

て
学
び
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
台
湾
を
め
ぐ

る
大
国
間
の
軍
事
衝
突
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
に
も
同
書
の
価
値
は
高
い
と
思
い
ま
す
。

︵
購
入
価
格
が
高
い
の
で
宮
城
野
・
多
賀
城

校
舎
の
図
書
館
に
５
冊
ず
つ
準
備
し
て
お
き

ま
す
。
︶
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沖
縄
県
が
実
施
し
て
い
る
﹁
令
和
６
年
度

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
事
業
﹃
沖
縄
県
高

校
生
読
書
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
﹄
﹂
に
、
沖

縄
高
等
学
校
か
ら
４
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
本
研
修
は
、
沖
縄
県
内
の
高
校
生
約
40
名

を
募
り
、
﹁
記
憶
に
残
る
一
冊
と
出
会
う
に

は
〜
不
読
率
０
を
目
指
し
て
〜
﹂
を
テ
ー
マ

に
、
各
学
校
に
お
け
る
読
書
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
取
り
組
む
研
修
で
す
。

〇
研
修
の
内
容

　
全
体
の
研
修
行
程
と
し
て
は
、
﹁
事
前
研

修
︵
オ
ン
デ
マ
ン
ド
︶
﹂
、
﹁
３
日
間
の
対

面
研
修
﹂
、
﹁
デ
ザ
イ
ン
発
表
﹂
、
﹁
中
間

報
告
会
﹂
、
﹁
最
終
報
告
会
﹂
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
と
、
学
校
ご
と
に
取

り
組
む
活
動
を
、
約
１
年
を
通
し
て
行
い
ま

す
。

　
学
校
ご
と
に
取
り
組
む
活
動
で
は
、
ま
ず

各
学
校
に
お
け
る
読
書
︵
図
書
室
︶
に
関
す

る
課
題
に
つ
い
て
、
学
校
ご
と
に
課
題
を
立

案
し
ま
し
た
。
次
に
活
動
計
画
を
立
て
、
調

査
・
研
究
・
実
践
・
検
証
に
取
り
組
み
、
課

題
解
決
に
向
け
探
究
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

〇
３
日
間
の
対
面
研
修
に
つ
い
て

　
１
日
目
は
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
に
て
、

昨
年
度
参
加
校
の
実
践
事
例
を
聞
き
ま
し

た
。
講
義
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
方

法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
探
究
活
動
を
行
う
上
で
、
必
要
な
調

査
の
取
り
方
や
分
析
方
法
に
つ
い
て
の
ポ
イ

ン
ト
を
実
際
に
作
成
し
な
が
ら
学
び
ま
し

た
。
ま
た
実
際
に
大
学
図
書
館
の
見
学
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
沖
縄
県
立
図
書
館
に
て
、
﹁
不

読
率
﹂
を
改
善
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
事

が
で
き
る
か
を
考
え
、
﹁
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

マ
ッ
プ
﹂
を
通
し
、
学
校
で
実
際
に
で
き
る

か
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
県
立
図
書
館
の
館
内
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、

図
書
館
の
閲
覧
室
は
も
ち
ろ
ん
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
な
ど
も
ま
わ
り
、
図
書
館
の
配
架
の
し
か

た
や
広
報
の
工
夫
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も

触
れ
ま
し
た
。

　
３
日
目
ジ
ュ
ン
ク
堂
那
覇
店
に
て
書
店
が

行
う
工
夫
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
陳
列
に

つ
い
て
の
工
夫
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
出
版
業
界
の
こ

と
に
つ
い
て
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
﹁
Ｐ
Ｏ
Ｐ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を

行
い
、
実
際
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作
成
を
し
ま
し
た
。

本
の
魅
力
を
効
果
的
に
伝
え
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
書

き
方
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
し
か
た
に
つ
い
て

書
店
に
て
実
施
さ
れ
て
い
る
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

〇
沖
縄
高
生
徒
の
取
り
組
み
と
し
て

　
ま
ず
図
書
室
に
関
す
る
課
題
発
見
の
た
め

に
在
校
生
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
沖
縄
校
の
課
題
と
し
て
﹁
本

の
蔵
書
数
﹂
﹁
図
書
室
に
行
く
機
会
が
な

い
﹂
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
、
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

﹁
本
の
蔵
書
数
﹂
の
対
策
に
つ
い
て

　
本
の
蔵
書
数
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
、
沖
縄
県
立
図
書
館
が
実
施
し
て
い

る
﹁
広
域
サ
ー
ビ
ス
用
図
書
一
括
貸

出
﹂
を
利
用
す
る
た
め
に
沖
縄
高
等
学

校
の
先
生
方
に
対
し
て
﹁
プ
レ
ゼ
ン
﹂

を
行
い
、
提
案
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

希
望
図
書
に
つ
い
て
も
在
校
生
に
再
度

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
結
果
を

も
と
に
研
修
に
参
加
し
て
い
る
生
徒
が

直
接
選
書
を
行
い
、
現
在
約
５
０
０
冊

の
本
を
借
り
て
い
ま
す
。

﹁
図
書
室
に
行
く
機
会
が
な
い
﹂
の
対
策
に
つ
い
て

　
ま
た
、
図
書
室
に
ど
の
よ
う
な
本
が

あ
る
の
か
を
つ
た
え
る
た
め
月
に
１
度

﹁
図
書
の
展
示
﹂
や
﹁
図
書
だ
よ
り
﹂

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
図
書
の
展
示
で

は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
選
ん
だ
図
書

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
図
書
だ
よ
り
で

は
、
展
示
し
て
い
る
図
書
の
紹
介
や
図

書
室
の
利
用
方
法
な
ど
を
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
研
修
に
し
て
参
加
し
て

い
る
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
発
行
し
て

い
ま
す
。

〇
今
後
の
活
動

　
今
後
と
し
て
は
、
２
月
３
日
に
﹁
最
終
報

告
会
﹂
が
対
面
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

最
終
報
告
会
に
向
け
、
﹁
読
書
﹂
や
﹁
図
書

室
﹂
に
つ
い
て
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
実
施
し
た
対
策
の
効
果
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
課
題
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
の
か
を
総
括
し
て
報
告
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
な
る

課
題
に
つ
い
て
も
ま
と
め
、
今
後
の
学
校
図

書
室
の
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★

☆★☆★☆

※

１
年
間
に
多
く
の
本
を
読
ん
だ

人
を
表
彰
し
ま
す
。
期
間
中
20

冊
以
上
︵
中
学
生
は
10
冊
以

上
︶
借
り
た
全
員
が
対
象
で

す
。
各
学
年
上
位
３
名
に
は
賞

状
と
景
品
を
、
そ
の
他
努
力
賞

と
し
て
賞
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

「
本
の
探
究
者
賞
」

　
　（
年
間
多
読
賞
）結
果

（
４
月
１
日
〜
11
月
30
日
）

令
和
六
年
度

■
宮
城
野
校
舎

　
高
１ 
【
１
位
】
・
・
・
76
冊

　
 

【
２
位
】
・
・
・
74
冊

　
 

【
３
位
】
・
・
・
53
冊

　
 

【
努
力
賞
】
・
・
７
名

　
高
２ 
【
１
位
】
・
・
・
37
冊

　
 

【
２
位
】
・
・
・
33
冊

　
 

【
３
位
】
・
・
・
29
冊

　
 

【
努
力
賞
】
・
・
５
名

　
高
３ 
【
１
位
】
・
・
・
35
冊

　
 

【
２
位
】
・
・
・
27
冊

　
 

【
３
位
】
・
・
・
25
冊

　
 

【
努
力
賞
】
・
・
４
名

■
多
賀
城
校
舎

　
高
１ 
【
１
位
】
・
・
・
120
冊

　
 

【
２
位
】
・
・
・
38
冊

　
 

【
３
位
】
・
・
・
20
冊

　
高
２ 
【
１
位
】
・
・
・
45
冊

　
 

【
２
位
】
・
・
・
28
冊

　
 

【
３
位
】
・
・
・
22
冊

　
 

【
努
力
賞
】
・
・
１
名

　
高
３ 
【
１
位
】
・
・
・
24
冊

■
栄
光
校
舎
（
沖
縄
）

　
高
１ 

該
当
者
な
し　
　
　

　
高
２ 
【
１
位
】
・
・
・
20
冊

■
秀
光

　
中
１ 
【
１
位
】
・
・
・
52
冊

　
 

【
２
位
】
・
・
・
45
冊

　
 

【
３
位
】
・
・
・
35
冊

　
 

【
努
力
賞
】
・
・
４
名

　
中
２ 
【
１
位
】
・
・
・
354
冊

　
 

【
２
位
】
・
・
・
113
冊

　
 

【
３
位
】
・
・
・
24
冊

　
中
３ 
【
１
位
】
・
・
・
34
冊

　
 

【
２
位
】
・
・
・
21
冊

　
 

【
３
位
】
・
・
・
12
冊

（11月30日現在）■令和６年度 宮城野校舎図書館利用統計（６学年41クラス）

冊数（冊） 2,813271372226118501341542442
6,7098798946683231,0989411,106800人数（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 計

（11月30日現在）■令和６年度 多賀城校舎図書館利用統計（３学年57クラス）

冊数（冊） 1,30014523411983264108184163
4,525814736523223701555503470人数（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 計

（11月30日現在）■令和６年度 沖縄栄光校舎図書館利用統計（２学年２クラス）

冊数（冊） 9434201029982
13955251821610112人数（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 計

「
沖
縄
県
高
校
生
読
書
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」の
紹
介

仙
台
育
英
沖
縄
高
等
学
校
の
生
徒
が
参
加
！

『中野京子と読み解くフェルメールとオランダ黄金時代』　中野京子著 ２年Ｃ組17番　鈴木アカネ

　ヨーロッパ諸国で絵画を所持するのは貴族などの支配階級のみの特権だった17世紀当時、オランダでは一般家庭にさえ絵が飾ら

れていたことをご存じだろうか。当時の室内の様子が描かれた絵画にも絵が沢山飾られている様子が見られる。このことからどの

くらい絵が溢れていたのかわかるだろう。本書では絵画の写真と解説、製作者などの情報に加え、シンボルの意味や人物表現を知

ることもできる。絵画に沿ってオランダやオランダ周辺諸国の歴史や文化、当時流行した絵の題材等が書かれている。本書の題に

「フェルメール」とあるが、フェルメール以外のオランダに関連する画家達についても豊富に取り扱われている。あなたのお気に

入りの画家になる人がいるかもしれない。読んだら美術館に出かけていきたくなるそんな一冊である。ぜひ一度読んでみる事を薦

める。

『高校生のための選挙入門』　斎藤一久 ２年Ｃ組26番　　比嘉凜音

　私たちはネットを通じて簡単に情報を得られる時代に生きています。しかし、情報の多さゆえに、混乱や誤解を生むことも少な

くありません。ネット上では「○○が一番いい」「○○はダメだ」といった感情的な意見が飛び交い、政治に対する議論も時に過

激化します。そんな光景を目にして、「政治は難しい」「自分には関係ない」と感じる人もいるかもしれません。しかし、私たち

はもう高校生です。皆さんの中には、すでに選挙権を持つ人もいるでしょう。立場によって、悩みや疑問は異なるかもしれませ

ん。皆さんの中には、「なぜ選挙が大切なのか」「選挙が私たちにどう関わるのか」がピンとこない人もいるかと思います。本書

は、そんな疑問を解きほぐし、自分ごととして考えるきっかけを与えてくれます。私たち高校生が選挙について学ぶための最初の

一歩にぴったりの一冊です。日本の選挙制度やその仕組みをわかりやすく解説し、問題点や疑問点を教えてくれます。選挙は、義

務ではありませんが、自分たちの未来を作るための大切な一歩です。ぜひ、この本を手に取り、自分の意見を持つ第一歩を踏み出

してみませんか。

『おおかみこどもの雨と雪』　細田守著 １年Ｉ組６番　　大城海里

　「私がすきになった人は、”おおかみおとこでした”」

　東京の大学に通う花は、おおかみの血を引くおおかみおとこの彼と恋に落ちました。二人の間に生まれてきた子どもたちは、

「人間とおおかみ」のふたつの顔を持つ、《おおかみこども》でした。二人は、雪の日に生まれた姉に雪、雨の日に生まれた弟に

雨と名づけ、家族の日常が始まります。この作品は母と姉弟の13年間の家族愛が書かれた話です。笑いあり涙ありの心温まる素敵

な作品です。私が印象に残っているのは物語後半の嵐が来た場面です。この場面は、子供たちが「人間か、おおかみか」の大きな

決断をする日を描いています。子供たちがどちらを選ぶのか、花の気持ちが伝わってきて、読んでいる私も緊張してしまいまし

た。この作品は私が小学生の時から好きな本で何度読んでも飽きません。興味を持っていただけたらぜひ読んで頂きたいです。

沖縄探究におすすめ！
マンガ沖縄・琉球の歴史 上里隆史著

　沖縄と言えばどのような事が思い浮かびますか。青い海と青い空、首里城や三線、紅型などの多様な文化でしょうか。これらは

沖縄が琉球王国と呼ばれていた時代から受け継がれている沖縄の伝統的なものです。独特な立地により、様々な国と関わることで

成立していた琉球の歴史は、大きく貝塚時代、古琉球、近世琉球、近代琉球、戦後琉球に分ける事ができます。この本ではそれぞ

れの時代の特徴や現代の沖縄にもみることの出来る文化について知ることができます。例えば、琉球王朝時代の人々はどのように

暮らしていたのか、どんな方言があるのかなど、文化についてゆるいテイストのマンガで分かりやすく解説されています。歴史が

得意ではない人も歴史に興味関心がある人でも楽しむことのできる一冊となっています。

『人魚の眠る家』　東野圭吾 １年Ｉ組22番　渡久地胡天

　死というのは複雑なものである。呼吸の停止、脈拍の停止、瞳孔拡大の症状などが確認され、蘇生不能な状態に陥った場合、死

亡したものとみなされる。だが、心というのは目に見えず曖昧なものである。そのため体が死んだと同時に心も死ぬのか、死ぬ瞬

間に何か思うのか、なんて誰もわからない。そして脳に関しても未だ解明されていない部分が多い。そんな中で自分の大切な人

が、まるで生きているかのように死んでいたら、息や温もりを感じられたら、それは死んでいるというのだろうか。この物語は、

事故によって脳死状態となってしまった少女とその母親の狂気とも思えるほどの愛が細かく描写されている。我が子のためなら何

でもする、どこまでも狂う母親。どの考えが、どのような処置が、どんな気持ちが正しいのかなんて分からないけれど、この子の

ためにやれることはやる。全ては愛ゆえに。ぜひ、あなたもこの物語の中に引き込まれてみてほしい。

令和７年１月15日　発行 第 51 号 ( 2 )第 51 号 令和７年１月15日　発行（ 3 ） 図書館だより 図書館だより


